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05（06） 浸出水処理施設 

♦提示資料の要点 

浸出水集排水施設により集められた浸出水の水質を放流水基準に適合させるため、浸出水

処理施設を設ける。 

 

＜設計基準、関連基準等＞ 

基準省令 第 2 条第 1 項第 4 号（第 1 条第 1 項第 5 号へ） 

県指針 4-3-5 浸出液処理設備 

全都清要領 8 章 浸出水処理施設（pp.341-400） 

 

♦施設等の概要・ポイント 

・事業区域外（公共用水域）への放流水を基準省令にある水質基準に適合させるために、

浸出水の処理施設（以下「水処理施設」という。）を設置する。 

・県指針 4-3-5 にある下記①～⑦に適合させた施設としている。詳細は後述する。 

① 水処理施設は、導入設備、流量調整設備、水処理設備、放流設備及び汚泥処理設

備等からなる。 

② 水処理施設は、流入する浸出水の水量及び水質の変動に対応できる施設とする。 

③ 処理水を放流するための排出先を確保している。 

④ 導入設備の配管は凍結による損壊のおそれがある部分には、有効な防凍のための

措置を講じる。 

⑤ 浸出水処理設備の計画流入量は、浸出水調整槽の容量を考慮した上、平均浸出水

量と最大浸出水量の間で設定する。（説明は 05（05）章参照） 

⑥ 降雨量の設定は、平均浸出水量を計算する場合には平均日降雨量（mm／日）を、

最大浸出水量を計算する場合には最大月間降雨量の日換算値（mm／日）を用いて

算出する。  

⑦ 降雨量のデ－タは、埋立期間である 37 年間以上（45 年間）のデータを用いる。 

・水処理施設は、処分場管理事務所を併設する。（同一建屋内） 

・水処理施設の地下部には、浸出水調整槽を併設する。埋立地内で集められた浸出水がこ

こに集水された後、水処理工程を経て防災調整池を経由し、事業区域外へ放流されるこ

とになる。 
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県指針より

図面類
ページ＃ 図面名

P12 浸出水処理施設物質収支図（マテリアルバランスシート）

P13 水処理施設の関連図面（全体配置図、フローシート、水位高低図、機器配置

平面図(1階･水槽部)、機器配置断面図(⑴、⑵)、立面図）

P21 浸出水処理施設管理部標準プラン図

根拠・資料
ページ# 資料名

P24 計画流入水質及び放流水質の設定根拠

P36 浸出水処理施設 設計計算書
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1．発生する浸出水の計画水質（計画流入水質）について 

埋立対象廃棄物の搬入計画割合は、産業廃棄物焼却施設からの「燃え殻」や「ばいじん」

が全体の６０％強を占め、他には「鉱さい」、「廃石膏ボード」、「無機性汚泥」、「その他建

設系混合廃棄物」等を埋立処分する計画を想定している。 

他県の公共関与事業事例（計画値／実績挙動）等を踏まえ、本計画における計画流入水

質は表 06-1 のとおりとする。（詳細は根拠資料「計画流入水質及び放流水水質の設定根拠」

を参照） 

表06-1 計画流入水質 

水質項目 計画流入水質 

pH 5～9 

BOD 150 mg/L 

COD 150 mg/L 

SS 200 mg/L 

T-N 150 mg/L 

Ca

2+

 2,000 mg/L 

Cl

-

 10,000 mg/L 

 

2．放流水質について 

本施設における放流水質の処理水質管理値（自主基準値）は、表 06-2 のとおりとした。

設定の考え方は⑴、⑵に掲げるとおりである。 

 

⑴ 「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定め

る省令」、「ダイオキシン類対策特別措置法」、「廃棄物最終処分場性能指針（平成 12

年厚生省生衛発第 1903 号）」に準拠した。（項目 1～25、29、33～41、44） 

⑵ 計画地周辺の利水状況や周辺自治会との合意内容を勘案して、法令基準の(1)よりも

厳しい値とした。（項目 26～28、30～32、42、43） 
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表06-2 放流水質（自主基準値） 

 項目 自主基準値［㎎/L］ (参考)法令基準値［㎎/L］ 

1 アルキル水銀化合物 検出されないこと 検出されないこと 

2 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0.005 以下 0.005 以下 

3 カドミウム及びその化合物 0.03 以下 0.03 以下 

4 鉛及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

5 有機リン化合物 1 以下 1 以下 

6 六価クロム化合物 0.5 以下 0.5 以下 

7 砒素及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

8 シアン化合物 1 以下 1 以下 

9 ポリ塩化ビフェニル 0.003 以下 0.003 以下 

10 トリクロロエチレン 0.1 以下 0.1 以下 

11 テトラクロロエチレン 0.1 以下 0.1 以下 

12 ジクロロメタン 0.2 以下 0.2 以下 

13 四塩化炭素 0.02 以下 0.02 以下 

14 １､２-ジクロロエタン 0.04 以下 0.04 以下 

15 １､１-ジクロロエチレン 1 以下 1 以下 

16 シス-１､２-ジクロロエチレン 0.4 以下 0.4 以下 

17 １､１､１-トリクロロエタン 3 以下 3 以下 

18 １､１､２-トリクロロエタン 0.06 以下 0.06 以下 

19 １､３-ジクロロプロペン 0.02 以下 0.02 以下 

20 チウラム 0.06 以下 0.06 以下 

21 シマジン 0.03 以下 0.03 以下 

22 チオベンカルブ 0.2 以下 0.2 以下 

23 ベンゼン 0.1 以下 0.1 以下 

24 セレン及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

25 １､４-ジオキサン 0.5 以下 0.5 以下 

26 ほう素及びその化合物 10 以下 50 以下 

27 ふっ素及びその化合物 8 以下 15 以下 

28 

アンモニア、アンモニウム化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

100 以下 200 以下 

29 水素イオン濃度 5.8 以上 8.6 以下 5.8 以上 8.6 以下 

30 生物化学的酸素要求量 10 以下 60 以下 

31 化学的酸素要求量 10 以下 90 以下 

32 浮遊物質量 10 以下 60 以下 

33 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（鉱油類含有量） 

5 以下 5 以下 

34 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（動植物油脂類含有量） 

30 以下 30 以下 

35 フェノール類含有量 5 以下 5 以下 

36 銅含有量 3 以下 3 以下 

37 亜鉛含有量 2 以下 2 以下 

38 溶解性鉄含有量 10 以下 10 以下 

39 溶解性マンガン含有量 10 以下 10 以下 

40 クロム含有量 2 以下 2 以下 

41 大腸菌群数 3000[個/cm

3

]以下 3000[個/cm

3

]以下 

42 窒素含有量 10 以下 120(日平均 60)以下 

43 りん含有量 8 以下 16(日平均 8)以下 

44 ダイオキシン類 10[pg-TEQ /L]以下 10[pg-TEQ/L]以下 
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3．浸出水処理施設の概要 

前項で示した放流水質（自主基準値）を達成するために、当該処分場で設置する浸出水

処理施設は表 06-3 とおりとする。 

 

表06-3 浸出水処理施設の主な諸元 

項目 主な諸元 

浸出水処理能力 最大 70m

3

/日（ただし、第Ⅰ期時は 35m

3

/日とし、第Ⅱ期で 70m

3

/日に増

強する計画とする。） 

処理後の放流水量 第Ⅰ期：35m

3

/日以下、第Ⅱ期：70m

3

/日以下 

水処理工程 ・第１凝集沈殿処理（カルシウム対策）  

・生物処理  

・第２凝集沈殿処理 

・高度処理（砂ろ過処理、活性炭吸着処理、キレート吸着処理） 

・逆浸透膜処理 

・消毒処理 

腐食防止 ・水処理工程中の配管及び機器については腐食等に十分配慮した施設と

する。 

付随する処理 ・凝集沈殿処理に付随する汚泥処理（濃縮・脱水） 

・逆浸透膜処理に付随する濃縮水処理（乾燥・固化） 

放流先 場内雨水排水桝に排水（防災調整池を経て、公共用水域へ流下し、のち

に塩川と合流） 

 

また、表 06-3 の水処理工程における処理の流れと処理の目的は、図 06-1 に示す概念図

のとおりである。 

図 06-1 に示す処理工程のうち、生物処理設備、逆浸透膜処理設備、濃縮水処理設備は２

系統化し、第２系統目の装置等は第Ⅱ期の将来工事にて構築する。 

※ 詳細は、浸出水処理施設物質収支図（マテリアルバランスシート）、水処理施設の関

連図面（フローシート）、水処理施設設計計算を参照 
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図06-1 処理工程の概念図 

 

4．浸出水及び放流水の経路 

(1) 浸出水流入経路 

埋立地から浸出水処理施設への流入経路は、図 06-02、図 06-03 のとおりである。なお、

集水ピットから浸出水調整槽までの流入経路の配管は、容易に損傷・漏水の確認ができる

ように「配管ピット形式」とし、凍結による損壊防止のための、保温等の適切な凍結防止

措置を講じる。 

 

図06-2 浸出水流入経路（第Ⅰ期） 

砂ろ過設備

SS（浮遊物質）を砂ろ過

により捕捉除去

逆浸透膜処理設備

BOD、COD、SS、窒素、カルシ

ウムイオン、塩化物イオン、

ダイオキシン類等の除去

活性炭・キレート吸着設備

微細な汚れ成分（COD、色度

など）、重金属を吸着除去

消毒・放流設備

放流前の滅菌処理

放 流

濃縮水の乾燥、固化

濃縮水処理設備

浸出水 流入・調整設備 第1凝集沈殿処理設備 生物処理設備

浸出水の水量・水質

変動の調整

第2凝集沈殿処理設備

焼却灰等から溶出する

カルシウム成分を沈殿除去

有機系汚濁物質と窒素成分を

微生物の働きにより分解除去

SS（浮遊物質）とCOD系

汚濁物質を沈殿除去

汚泥処理設備

汚泥の脱水、固化

高度処理プロセス
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図06-3 浸出水流入経路（第Ⅱ期） 

 

(2) 放流経路 

処理水は、浸出水処理施設付近の雨水桝に排水し、雨水側溝にて防災調整池に流入する

経路とする。 

 

図06-4 放流経路（水処理施設～防災調整池） 

 

浸出水集水ピット(第Ⅱ期)

浸出水送水ルート(第Ⅱ期)

浸出水処理施設付近の雨水桝 

に排水し、雨水側溝にて下流に 

流れる経路とする。 
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5．浸出水処理施設の建屋 

浸出水処理施設は、地下部に浸出水調整槽及び処理工程に係る水槽を設け、地上部には

各処理工程の装置等が配置された処理機能の他、管理事務所機能も併設する。管理事務所

部は、鉄骨造２階建てを想定し、事務室、中央監視室、職員詰所、トイレ、更衣室、研修

室、情報展示スペース等を配置する。施設の配置平面図は次のとおりである。 

 

図06-5 浸出水処理施設・地下部（浸出水調整槽及び処理水槽） 

 

図06-6 浸出水処理施設・地上部（1 階平面図） 
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図06-7 浸出水処理施設・断面図 

 

 

 

図06-8 浸出水処理施設・立面図 
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図06-9 浸出水処理施設・管理事務所部（1 階平面図） 

 

 

図06-10 浸出水処理施設・管理事務所部（2 階平面図） 
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6．浸出水処理施設の設計（性能発注方式について） 

浸出水処理施設の建設工事は、受注者が設計と施工を行う性能発注方式を採用するため、

本項及び浸出水処理施設に係る別添の各種図面は、想定イメージ段階のものであり、建設

発注時の業者選定後に変更する場合がある。 

なお、県指針が求める性能に関する事項については、次のとおりであり、これらを満足

する仕様を整理して発注することとする。 

・表 06－3 にある浸出水処理施設の諸元を満足する施設であること。 

・表 06－1 にある計画流入水質の想定浸出水に対して、表 06-2 にある放流水質（自主基

準値）まで水質浄化できる能力を有すること。 

・図 06－1 にある水処理工程が適切に実施できる必要十分な機器・設備を有すること。 
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凝集剤

炭酸ソーダ(㉚) 凝集剤 苛性ソーダ 苛性ソーダ 塩酸 苛性ソーダ 分散剤 苛性ソーダ

苛性ソーダ 塩酸 メタノール 苛性ソーダ 塩酸 塩酸 塩酸

凝集助剤 リン酸 塩酸 凝集助剤 固形塩素剤

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

　⑩ 　⑪ 　㉑ 　 ㉒ ⑭

補給水
プラント用水受水槽より

塩酸
脱水助剤 苛性ｿｰﾀﾞ   苛性ｿｰﾀﾞ

　⑱ 　⑲

⑫ ⑬ ⑮ ⑯ ⑳

　㉓ 　㉖ 　㉗ 　㉘

マテリアル・バランス

560 2,000

－ 100

≦10 ≦10 190

90－ 10 10 － 60 －－

7,300

15 195 560

100 1,300

70

40

㉚

3.71

－

－

－

－

－

－

炭酸ｿｰﾀﾞ

40

㉙

－

55.72

返流水
合計

100

40

500 6,500

130

㉗ ㉘

130

130

－

－3,900

1 13 4

－

42

1

280

0.3

7,300 －－

7

14,600

150

1,000

－1,000 1,000 13,0001,000 －14,600 14,600 － 55,560 7,800

≦500
200,000

7,300 7,300 － 27,780 100,000

TDS mg/L 20,000 14,600 14,600 14,600 14,600 14,600 14,600 1,000

5.44 0.40 1.40

151

－－

凝縮水
(濃縮)

凝縮水
(固化)

ブロー
(ボイラ)

ブロー
(冷却塔)

－

130

㉖㉕

含水率10％ 1,000

100

1

100

10

－

10

2004

153

201

151

10

10

－

－7

15 － 1,080 － －1,080

－

14,600 －－

10

100

500

－

500 500 －

1 1 －

－

10 10 － 40 －－

10 10 － 20 －

1,500

⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉔㉒

－

17.68

－ － － － －－－

10 90

㉓

20 －－

乾

燥

固

化

装

置

搬

出

ボ

イ

ラ

冷

却

塔

1.56 0.40 16.19 14.79 9.50 2.600.50 18.20

砂ろ過
逆洗水

RO
洗浄水

濃縮装置
洗浄排水

脱水機
脱離液

補給水
(濃縮装置)

2.60

浸

出

水

調

整

槽

キ

レ

ー

ト

吸

着

塔

① ② ③ ④ ⑯⑮⑩ ⑪

砂

ろ

過

塔

活

性

炭

吸

着

塔

⑨ ⑫ ⑬

濃

縮

水

受

槽

濃

縮

装

置

⑰

⑤

㉔　㉕

　㉙

⑰

濃

縮

水

貯

留

槽

蒸

発

70.00

－

7.00

－－

浸

出

水

第

１

凝

集

槽

第

１

混

和

槽

ろ

過

原

水

槽

再

ば

っ

気

槽

汚

泥

脱

水

機

第

１

反

応

槽

第

２

混

和

槽

浸

出

水

集

水

ピ

ッ

ト

汚

泥

貯

留

槽

第

１

凝

集

沈

殿

槽

硝

化

槽

第

１

中

和

槽

搬

出

／

処

分

⑦ ⑧

112.11

－

放

流

脱

窒

槽

処

理

水

中

和

槽

Ｂ

Ｏ

Ｄ

酸

化

槽

第

２

凝

集

沈

殿

槽

消

毒
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第

２

中

和

槽

第

２

凝

集

槽

逆

浸

透
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原

水

槽

逆

浸

透

膜

装

置

処

理

水

槽

吸

着

原

水

槽

10

20 ≦10

≦10 ≦10

≦10

100

70 125.72
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BOD

COD mg/L 150 100

m3/日 129.43

－ 5～9

mg/L 150 100100

50

100 1,500100 40

2,0008,000SS mg/L 200 140140 50 20 10 18,300 4020,000 含水率85%

100 －100 100 40

100 60 60 60 ≦10

100

T-N mg/L 150 100100

≦1001,160 100 100 100Ca 100 100 400－

－ 1,080 1,080 1,080 － 4,170

≦100 100

≦500 7,300

－ 14,600

mg/L 2,000 1,160

15SO4 mg/L 1,500 1,080 1,080 1,080 1,080 1,080

Cl mg/L 10,000 7,300 7,300 7,300 7,300 7,300 7,300

⑭
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フローシート
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水位高低図

05（06） － 15



機器配置平面図(1階)
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機器配置平面図(水槽部)
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機器配置断面図(1)
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機器配置断面図(2)
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立面図
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浸出水処理施設管理部標準プラン図
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浸出水処理施設管理部標準プラン図
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浸出水処理施設管理部標準プラン図
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計画流入水質及び放流水質の設定根拠 

１． 計画流入水質 

（１）埋立廃棄物質による浸出水水質への影響 

当事業の埋立対象廃棄物は、燃え殻・ばいじん・石膏ボード（「ガラスくず、コンクリー

トくずおよび陶磁器くず」に分類）等、13 種類の産業廃棄物であり、広域的に流動し、産

業活動の変化によっても性状が異なる廃棄物である。このため、これらの埋立廃棄物質に

よる浸出水水質は、一般廃棄物の埋立地から生じる浸出水とは基質（性状）が異なると考

えた方が望ましい。 

計画埋立対象廃棄物量（埋立対象廃棄物の搬入計画割合）は、平成 25 年度に実施した搬

入希望量に関するアンケート結果に基づき、下表に示すとおりである。 

すなわち、「産業廃棄物焼却施設からの燃え殻」や「ばいじん」が全体の約 66％を占め、

他には「鉱さい」、「廃石膏ボード」、「無機性汚泥」、その他建設系混合廃棄物等を埋立処分

する計画である。 

表1-1-1 計画埋立処分量及び廃棄物別の埋立割合 

3,130.0 52.2%

840.0 14.0%

３）汚泥 有機性 30.0 0.5%

無機性 280.0 4.7%

450.0 7.5%

５）紙くず

６）木くず

７）繊維くず

0.0 0.0%

12）ガラスくず等
※廃石膏ボードに限る

320.0 5.3%

13）がれき類 石綿含有廃棄物

建設混合廃棄物（安定型）

その他

6,000.0 100.0%

安

定

型

廃

棄

物

0.0 0.0%

600.0 10.0%

計

９）廃プラスチック類

10）ゴムくず

11）金属くず

12）ガラスくず等

受入産業廃棄物種類

計画埋立処分量

（ｔ／年）

管

理

型

廃

棄

物

建設系混合廃棄

物（管理型）及び

バルバー粕を含む

350.0 5.8%

４）鉱さい

２）ばいじん

１）燃え殻

８）13号廃棄物

52.2%

14.0%0.5%

4.7%

7.5%

5.8%

5.3%
10.0%

燃え殻

ばいじん

汚泥（有機性）

汚泥（無機性）

鉱さい

紙くず・木くず・繊維くず

ガラスくず等

がれき類

 

上表に示す埋立廃棄物質による浸出水水質への影響を考察すると、「燃え殻」及び「ばい

じん」等が多くを占める場合は、無機塩類の他、ホウ素等が含まれ易いようであり、「汚泥」

や雑多の産業廃棄物が多量になる場合は 1,4－ジオキサン等の溶出にも配慮することが望

ましいと考えられる。 
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（２）計画流入水質の設定方法 

浸出水の計画流入（原水）水質は、「設計要領」によれば、一般に「基本的には埋立廃棄

物が類似している他の最終処分場の水質を調査し、その最終処分場と計画対象の埋立構造、

埋立作業、集水面積などの違いを考慮した上で決定する。」とされている。 

 

【設計要領 p363】 

流入水質は、埋立廃棄物や埋立方法によって異なり、計画流入水質を一義的に設定す

ることは難しく、基本的には埋立廃棄物が類似している他の最終処分場の水質を調査

し、その最終処分場と計画対象の埋立構造、埋立作業、集水面積などの違いを考慮した

上で決定する。 

 

一方、旧ガイドラインである「廃棄物最終処分場指針解説」（厚生省水道環境部監修 （社）

全国都市清掃会議）、p.140 には、水処理設備の設計面からみた水質項目として、下表が示

されている。 

 

表1-1-2 水処理設備の設計面から水質項目 

 施設設計面からみた評価 項目 

A 

処理方式、施設の規模を定めるために排水基準の設定状況等に

応じ計画原水水質を定める必要のある項目 

BOD、COD、SS、T-N 、

Ca

2+

、CI

-

など 

B 処理の必要さえ決めれば、一律的に施設設計できる項目 pH、大腸菌群数など 

C 

他の項目の処理過程で除去されるので、通常の場合、特に計画

原水水質を定める必要のない項目 

Fe

2+

、Mn

2+

、その他重金

属、色度など 

                       備考）指針解説の表を一部修正 

 

そこで、本計画において計画流入水質（濃度）を定める水質項目は、前述の考察、上表、

あるいは既設一般廃棄物最終処分場の計画流入水質項目を踏まえ、pH、BOD、COD、SS、

T-N、Ca

2+

、Cl

-

とし、その設定値は計画埋立廃棄物の廃棄物別の埋立割合から想定される

事象や他県の公共関与事業事例（計画値／実績挙動）により設定するものとする。 
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（３）計画流入水質の設定 

１）他県の公共関与事業事例（その１：計画値） 

他県の公共関与事業における計画流入水質設定例を下表に示す。 

 

表1-1-3 他県の公共関与事業における計画流入水質の設定例 

pH BOD COD SS T-N Ca

2+

Cl

-

備考

(mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L)

1期施設 5～9 100 340 100 100 - 10,000

2期施設 5～9 100 100 100 100 1,500 -

1期施設 5～9 470 410 300 200 600 -

2期増設 5～9 200 200 300 250 2,000 10,000

3期施設 5～9 200 200 300 300 1,000 -

(一財)茨城県環境保全事業団 4～9 160 130 300 70 200 -

(公財)山梨県環境整備事業団 200 100 300 100 （一部数値不明）

(一財)三重県環境保全事業団 200 200 100 100 （一部数値不明）

1･2期施設 5～10 250 150 300 50 - -

3期施設 7～10 200 300 350 200 - -

(公財)エコサイクル高知 250 100 300 100 （一部数値不明）

(一財)佐賀県環境クリーン財団 5～9 250 100 300 100 1,000 3,000

(公財)宮崎県環境整備公社 5～9 140 120 200 50 - 3,000

(公財)滋賀県環境事業公社 5～9 300 200 200 200 - -

(公財)鹿児島県環境整備公社 4～9 480 200 300 200 2,500 15,000

(公財)熊本県環境整備事業団 4～9 250 250 300 100 1,000 5,000

最大 480 410 350 300 2,500 15,000

最小 100 100 100 50 200 3,000

平均 234 194 253 139 1,225 7,667

(一財)クリーンいわて

事業団

(公財)新潟県環境保

全事業団

(公財)島根県環境管

理センター
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２）他県の公共関与事業事例（その２：実績値） 

① クリーンパークいずも（公益財団法人島根県環境管理センター）：施設Ａ 

(ア) 埋立廃棄物質 

平成 14 年度から 23 年度における埋立廃棄物別の埋立実績とその割合は下表のと

おりである。同表によれば、「鉱さい」と「汚泥」で全体の 50％程度を占め、「廃石

膏」が約 6％、「燃え殻」と「ばいじん」は合せて 5％程度となっている。 

「燃え殻」や「ばいじん」が少なく、代わりに「鉱さい」や「汚泥」が多いため、

本計画での水質設定に際して、特に Cl－の挙動は参考とはならないが、他の水質項

目の挙動は産業廃棄物の排出特性（変動し易い）を考えれば十分参考になると考え

られる。 

鉱さい 228,824 38.7%

汚泥 65,766 11.1%

がれき類 60,565 10.2%

廃プラスチック類 58,433 9.9%

木くず 42,239 7.1%

ガラス等 42,061 7.1%

廃石膏 37,077 6.3%

燃え殻 18,928 3.2%

建設混合 14,345 2.4%

ばいじん 10,830 1.8%

紙くず 5,596 0.9%

シュレッダー 3,309 0.6%

金属くず 2,791 0.5%

政令13号 368 0.1%

繊維くず 136 0.0%

合計 591,268 －

H14～23実績値（t）

鉱さい 汚泥 がれき類

廃プラスチック類 木くず ガラス等

廃石膏 燃え殻 建設混合

ばいじん 紙くず シュレッダー

金属くず 政令13号 繊維くず

 

 

(イ) 水質実績値の挙動 

【ｐＨ】埋立初期は 7～9 と変動しているが、次第に 8 前後を呈し、近年は徐々

に低下傾向を示している。 

4

5

6

7

8

9

10

（年）
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【ＢＯＤ】埋立初期に高く（平成 15 年頃がピーク）、埋立供用開始後３年（平成

17 年度）を経た以降は、概ね 100 mg/L 以下を呈し、近年は 50mg/L を下回ってい

る。 

 

 

【ＣＯＤ】平成 21 年度頃まで緩慢な濃度上昇傾向を呈したが、その後低下傾向

を示している。 

 

 

【ＳＳ】瞬時値が高い値を示すものの、概して 100mg/L 以下で推移している。 
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参考値 

参考値 

参考値 
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【Ｔ－Ｎ】埋立後期のピークに向かって、緩やかに上昇傾向を呈し、近年は 100

～150mg/L の範囲で横ばい傾向を示している。 

0

50

100

150

200

250

（mg/L）

（年）

 

 

【Ｃｌ－】埋立ての進行に伴って緩やかな濃度上昇傾向を呈しているが、燃え殻

等の無機塩類が５％程度と少ないため、近年でも 3,500mg/L 程度となっている。 
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② エコパークいずもざき（公益財団法人新潟県環境保全事業団）：施設Ｂ 

(ア) 埋立廃棄物質 

平成 11 年度から 23 年度における埋立廃棄物別の埋立実績とその割合は下表のと

おりである。同表によれば、「ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず」、「汚

泥」、「がれき類」、「廃プラスチック類」で全体の約 63％を占め、一般廃棄物も埋め

立てられている。 

一般廃棄物が埋め立てられている（年度ごとに埋立量は減少している）こと、下

水道汚泥も埋め立てられていること等から、本計画における水質設定に際して、T-N

や Ca

2+

、Cl

-

の挙動は参考とはならないものの、他の水質項目の挙動は産業廃棄物の

排出特性（変動し易い）を考えれば参考になると考えられる。 

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 224,494 18.7%

汚泥 220,522 18.4%

がれき類 158,721 13.2%

廃プラスチック類 148,049 12.3%

燃え殻 75,356 6.3%

鉱さい 73,424 6.1%

ばいじん 71,614 6.0%

一廃）粗大不燃ごみ処理残さ 54,079 4.5%

一廃）焼却残さ 53,791 4.5%

中間処理残さ 45,670 3.8%

一廃）災害廃棄物 45,438 3.8%

木くず 23,048 1.9%

一廃）河川ごみ 1,902 0.2%

繊維くず 1,501 0.1%

動植物性残渣 1,214 0.1%

一廃）し尿汚泥 1,147 0.1%

金属くず 966 0.1%

一廃）ばいじん処理物 403 0.0%

紙くず 35 0.0%

一廃）可燃ごみ 12 0.0%

ゴムくず 3 0.0%

計 1,201,389 100.0%

H11～23実績値（t）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 汚泥

がれき類 廃プラスチック類

燃え殻 鉱さい

ばいじん 一廃）粗大不燃ごみ処理残さ

一廃）焼却残さ 中間処理残さ

一廃）災害廃棄物 木くず

一廃）河川ごみ 繊維くず

動植物性残渣 一廃）し尿汚泥

金属くず 一廃）ばいじん処理物

紙くず 一廃）可燃ごみ

ゴムくず

 

 

(イ) 水質実績値の挙動 

【ｐＨ】概ね 5～9 の範囲内で変動している。 
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【ＢＯＤ】瞬時値は 150mg/L 程度を示しているが、概ね 100mg/L 以下で推移し

ている。 
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【ＣＯＤ】平成 16 年度後半にピークを示し、その後低下傾向を示している。ピ

ーク値は 150mg/L 程度以下であり、近年は 100mg/L 以下で推移している。 
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【ＳＳ】高濃度の瞬時値を示すものの、概ね 200mg/L 以下で推移している。 
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【Ｔ－Ｎ】最大値は 320mg/L 程度であり、近年は概ね 150mg/L 以下で推移して

いる。 
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【Ｃａ

２＋

】最大値は 1,400mg/L 程度であったが、その後低下傾向を呈している。 
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【Ｃｌ

－

】最大値は 8,300mg/L 程度であったが、その後低下傾向を呈している。 
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３）計画流入水質の設定 

本計画における計画流入水質の設定根拠、設置値は下表のとおりとする。 

 

表1-1-4 計画流入水質の設定根拠 

水質項目 設定根拠 

pH 

計画埋立廃棄物の搬入割合、他県の公共関与事業事例（１）【計画値】

及び施設Ｂの挙動を踏まえ、5～9 と設定する。 

BOD 

計画埋立廃棄物の搬入割合、施設Ａ及び施設Ｂの挙動を踏まえ、150 

mg/L と設定する。 ※瞬時値については調整槽で対応（調整）する。 

COD 

計画埋立廃棄物の搬入割合、施設Ａ及び施設Ｂの挙動を踏まえ、150 

mg/L と設定する。 ※瞬時値については調整槽で対応（調整）する。 

SS 

計画埋立廃棄物の搬入割合、施設Ａ及び施設Ｂの挙動を踏まえ、200 

mg/L と設定する。 

T-N 

計画埋立廃棄物の搬入割合、施設Ａの挙動を踏まえ、150 mg/L と設定

する。 

Ca

2+

 

計画埋立廃棄物の搬入割合で、燃え殻が埋立廃棄物の大部分を占めた場

合を想定し、他県の公共関与事業事例（１）【計画値】を参考として、

2,000 mg/L と設定する。 

Cl

-

 

計画埋立廃棄物の搬入割合で、燃え殻が埋立廃棄物の大部分を占めた場

合を想定し、他県の公共関与事業事例（１）【計画値】を参考として、

10,000 mg/L と設定する。 

 

表1-1-5 計画流入水質 

水質項目 単位 計画流入水質 

pH － 5～9 

BOD mg/L 150 

COD mg/L 150 

SS mg/L 200 

T-N mg/L 150 

Ca

2+

 mg/L 2,000 

Cl

-

 mg/L 10,000 
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２． 計画放流水質 

浸出水処理施設で処理した処理水を公共用水域（河川）に放流する場合には、下図に示

す基準省令の排水基準値等を満たすとともに、放流に関する条例（固有の条件）等に適合

させる必要がある。 

また、最終処分場を廃止する際は、同図に示している「維持管理計画に放流水質の水質

について達成することとした数値」が、廃止時の水質基準にもなっている。 

 

当該最終処分場以外で処理を行うとき

　［ただし、基準省令に規定する浸出水処理施設と同等以上の性能を有する必要がある］

当該最終処分場で処理を行うとき

　下水道放流の時　下水道法（下水道条例による排水基準） 放流水の水質

　基準省令・別表第１に掲げる排水基準

　維持管理計画に放流水質の水質について達成することとした数値

　ダイオキシン類特別措置法施行規則別表第２に定める許容限度（10pg-TEQ/L）

　廃棄物最終処分場性能指針

　地域の固有条例

排水基準値等

放流水の水質

 

図1-1-1 放流水質決定のフローチャート 

 

本計画では、関係法令の水質基準を遵守するとともに、既設一般廃棄物最終処分場の放

流水質、地元協定値等を踏まえて、次表のように設定する。 
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表1-1-6 計画放流水質 

 項目 自主基準値［㎎/L］ (参考)法令基準値［㎎/L］ 

1 アルキル水銀化合物 検出されないこと 検出されないこと 

2 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0.005 以下 0.005 以下 

3 カドミウム及びその化合物 0.03 以下 0.03 以下 

4 鉛及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

5 有機リン化合物 1 以下 1 以下 

6 六価クロム化合物 0.5 以下 0.5 以下 

7 砒素及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

8 シアン化合物 1 以下 1 以下 

9 ポリ塩化ビフェニル 0.003 以下 0.003 以下 

10 トリクロロエチレン 0.1 以下 0.1 以下 

11 テトラクロロエチレン 0.1 以下 0.1 以下 

12 ジクロロメタン 0.2 以下 0.2 以下 

13 四塩化炭素 0.02 以下 0.02 以下 

14 １､２-ジクロロエタン 0.04 以下 0.04 以下 

15 １､１-ジクロロエチレン 1 以下 1 以下 

16 シス-１､２-ジクロロエチレン 0.4 以下 0.4 以下 

17 １､１､１-トリクロロエタン 3 以下 3 以下 

18 １､１､２-トリクロロエタン 0.06 以下 0.06 以下 

19 １､３-ジクロロプロペン 0.02 以下 0.02 以下 

20 チウラム 0.06 以下 0.06 以下 

21 シマジン 0.03 以下 0.03 以下 

22 チオベンカルブ 0.2 以下 0.2 以下 

23 ベンゼン 0.1 以下 0.1 以下 

24 セレン及びその化合物 0.1 以下 0.1 以下 

25 １､４-ジオキサン 0.5 以下 0.5 以下 

26 ほう素及びその化合物 10 以下 50 以下 

27 ふっ素及びその化合物 8 以下 15 以下 

28 

アンモニア、アンモニウム化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

100 以下 200 以下 

29 水素イオン濃度 5.8 以上 8.6 以下 5.8 以上 8.6 以下 

30 生物化学的酸素要求量 10 以下 60 以下 

31 化学的酸素要求量 10 以下 90 以下 

32 浮遊物質量 10 以下 60 以下 

33 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（鉱油類含有量） 

5 以下 5 以下 

34 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

（動植物油脂類含有量） 

30 以下 30 以下 

35 フェノール類含有量 5 以下 5 以下 

36 銅含有量 3 以下 3 以下 

37 亜鉛含有量 2 以下 2 以下 

38 溶解性鉄含有量 10 以下 10 以下 

39 溶解性マンガン含有量 10 以下 10 以下 

40 クロム含有量 2 以下 2 以下 

41 大腸菌群数 3000[個/cm

3

]以下 3000[個/cm

3

]以下 

42 窒素含有量 10 以下 120(日平均 60)以下 

43 りん含有量 8 以下 16(日平均 8)以下 

44 ダイオキシン類 10[pg-TEQ /L]以下 10[pg-TEQ/L]以下 
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塩酸注入設備

注入率 QA3に対して mg/L（第1中和槽）
QA3に対して mg/L（第2混和槽）
QA4に対して mg/L（第2中和槽）
QA5に対して mg/L（逆浸透膜処理装置）
逆浸透膜装置濃縮水量に対して mg/L（濃縮装置）
QA6に対して mg/L（処理水中和槽）
QAに対して mg/L（脱窒槽）

使用薬品 塩酸 15%、比重 1.074を使用

貯留日数 日とする。

必要容量 ( m3/日× mg/L + m3/日× mg/L +

m3/日× mg/L + m3/日× mg/L +

m3/日× mg/L + m3/日× mg/L +

m3/日× mg/L）

×10-3×100/15÷1.074 ＝ L/日
L/日× 日 ＝ L

酸貯槽 L
：

最大注入量

第1中和槽 m3/分× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 1 系列

第2混和槽 m3/分× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 1 系列

第2中和槽 m3/日× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 1 系列

逆浸透膜処理装置 m3/分× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 2 系列

濃縮装置 m3/日× mg/L×100/15÷1.074÷1440 ＝ mL/分
× 2 系列

処理水中和槽 m3/分× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 1 系列

脱窒槽 m3/分× mg/L×100/15÷1.074 ＝ mL/分 × 2 系列

酸注入ポンプ(1) （第1中和槽、脱窒槽用）
mL/分× MPa× W× 4 台（1台共通交互運転)

酸注入ポンプ(2) （第2混和槽、第2中和槽用）
mL/分× MPa× W× 2 台

酸注入ポンプ(3) （その他用）
mL/分× MPa× W× 5 台

391.1

0.05 391.1 60.69

2.72

0.08

50
50

1.0

50

50 24.83

99.79

461

24.83

50

461

50

10

461

50

30

74.09

50

50

621.3
6213

228.9

18

621.3

8000

0.08

10.87

25.20

(5)

18.63

360 1.0 30

50

109.29 50

0.08 50

0.07

10

50
50

112.11

1.0 15

0.06 50

60

112.11

25.20

391.1

70.00
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凝集剤注入設備

注入率 第１混和槽 ： QAに対して mg/L （最大）

第２混和槽 ： QAに対して mg/L （最大）

使用濃度 100%、比重 1.2

最大注入量 m3/日× mg/L×10-3×100/100÷1.2 ＝ L/日

＝ mL/分

m3/日× mg/L×10-3×100/100÷1.2 ＝ L/日

＝ mL/分

貯留日数 日とする。

必要容量 （ ＋ ）L/日× 日 ＝ L

貯留容量 L
タクミナ ： PESP-500

凝集剤注入ポンプ(1)

mL/分× MPa× W× 2 台（1台共通交互運転）
タクミナ ： PZD-31

凝集剤注入ポンプ(2)
mL/分× MPa× W× 1 台

タクミナ ： PZD-31

凝集助剤注入設備

注入率 第１凝集槽 ： QA2に対して mg/L
第２凝集槽 ： QA3に対して mg/L

使用濃度 0.1%、比重 1.0

最大注入量 m3/日× mg/L×10-3
＝ kg/日

（第1凝集槽用） kg/日×100/0.1 ＝ L/日 ＝ mL/分

最大注入量 m3/日× mg/L×10-3
＝ kg/日

（第2凝集槽用） kg/日×100/0.1 ＝ L/日 ＝ mL/分

ホッパ貯留日数 日とする。

必要容量 kg/日× 日 ＝ L → 10 L

凝集助剤溶解装置 kW× 1 台

凝集助剤貯槽 L広洋技研 ： KG-500
凝集助剤注入ポンプ(1)

mL/分× MPa× kW× 2 台（1台共通交互運転）
凝集助剤注入ポンプ(2)

mL/分× MPa× kW× 1 台
タクミナ ： SXDA-12

脱水助剤注入設備

注入率 第２凝集沈殿槽から排出された固形物の1.0%

使用濃度 0.2%

最大注入量 kg/日×(7/ 5 )×1/100 ＝ kg/日

kg/日÷ 時間×100/0.2＝ L/時 ＝ L/分

ホッパ貯留日数 脱水 日分とする

必要容量 kg/日 × 日 ＝ L → 10 L広洋技研 ： KG-500
脱水助剤溶解装置 kW× 1 台

脱水助剤貯槽 L広洋技研 ： PFU-1.5
脱水助剤注入ポンプ

L/分× MPa× kW× 2 台（交互運転）
タクミナ：SXDA-62

129.43

112.11

22.54

0.11.0

0.13

1

0.32

90.28

0.115

5

(8)

0.32

32.00

(7)

0.12

1.0

0.115

120

90.28

83.34

1

0.1

10

0.25 10 2.5

100

83.34 1.0 0.1

10

0.54

0.54

3.20.32 10

0.13

1

0.12

130

1

50

12.16

500

17.5

70

2.03

3

12.16

1.0

10

3 10 205

300

17.5

2.03

(6)

100

50

70

15

15

300

1.0
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05＿施設の設計計算書 

（07）地下水集排水施設 





05（07） 地下水集排水施設

提示資料の要点

地下水が適切に排水できない場合は、盤膨れによる遮水工損傷のおそれがある。遮水工へ

の損傷を回避するため、遮水工下部の地下水を有効的に集め、排出することができる堅固で

耐久力を有する地下水集排水施設を設ける。

設計基準、関連基準等

基準省令 第 2条第 1項第 4号（第１条１項第 5号ハ）

県指針 4-3-6地下水集排水設備

全都清要領 4章 地下水集排水施設（P225-235）

その他 ・「道路土工－排水工指針」（社団法人日本道路協会）

施設等の概要・ポイント

埋立地内の遮水工の下部に堅固な集排水管を設置し、周辺地下水を有効的に集め、地下水

の影響により、遮水工等を損傷することがないように排水する。

地下水集排水施設の設計のポイントは、以下のとおりである。

◯法面から発生する地下水及び湧水を集水するため、埋立地法面の法尻部に設置する。

◯小段排水溝で集水された、廃棄物に接触していない雨水を埋立地底面の支線（枝線）へ

導水するため、埋立地法面の背面部に設置する。

◯埋立地法尻部で集水された地下水を埋立地底面部地下水集排水管（幹線）へ導水する。

幹線に対して、概ね 20ｍピッチに配置する。

◯廃棄物圧、動荷重、基礎反力により損傷しない構造とするため、底面部は、高耐圧ポリ

エチレン管、法面部は、高密度ポリエチレン管とする。

◯貯留構造物の下部は、無孔管とする。

◯管径は、200㎜以上とし、水理計算から十分な径を設定する。

施設の概要は、次表のとおりである。
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表07-1 施設概要

種類 

埋立地法尻部地下水集排水管 

埋立地法面竪型地下水集排水管 

雨水排除専用管 

埋立地底面部地下水集排水管 （枝線） 

埋立地底面部地下水集排水管 （幹線） 

地山部（県道側）の地下水集排水管 

材質・管径 

底面部管：高耐圧ポリエチレン管 

埋立地法面竪型管：高密度ポリエチレン管 

管径：200mm以上 

放流ルート 
地下水集排水管→集水ピット（地下水モニタリングピット）→（既設地

下水集排水管を経由）→防災調整池 

補足メモ 

集水ピットの地下水モニタリングピットで、常時、水素イオン濃度（pH）

と電気伝導度（EC）を計測し、異常値が検出された場合、水処理施設へ

送水する。 

図面類

図面番号 図面名 

173 第Ⅰ期／地下水集排水施設計画平面図 

174 第Ⅰ期／φ300 地下水集排水管縦断図 

175 第Ⅰ期／地下水集排水管 管割り図 

176 第Ⅰ期／地下水集排水施設一般図 

152、153 第Ⅰ期／集水ピット一般図（1/2）、（2/2） 

340 第Ⅱ期／地下水集排水施設計画平面図 

341 第Ⅱ期／地下水集排水管 管割り路線図 

342 第Ⅱ期／地下水集排水管 管割り図 

343 第Ⅱ期／雨水・地下水管縦断図 

344 第Ⅱ期／地下水集排水施設一般図 

334、335 第Ⅱ期／集水ピット一般図（1）、（2） 

根拠・資料

資料名 備考 

地下水集排水管流下能力計算書 巻末資料８ 

地下水集排水管構造計算書 巻末資料９ 
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1．地下水集排水施設 

(1) 県指針基準 

地下水集排水施設の県指針基準は、以下のとおりである。 

【県指針（p.31）より】 
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(2) 地下水集排水施設設計 

1) 布設計画 

地下水集排水施設の布設計画は、次図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-1 地下水集排水施設布設計画平面図（第Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-2 地下水集排水施設布設計画平面図（第Ⅱ期） 
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2) 地下水集排水施設の構造 

地下水集排水施設の構造は、県指針に「地下水集排水設備の構造例」が示されている。 

本処分場の地下水集排水施設の構造は、県指針に準じた構造とした。 

 

3) 地下水集排水施設の管種 

地下水集排水施設の管種は、県指針に「管材は、十分な強度と耐腐食性を有するもの」

と明記されている。また、「全都清要領」のｐ.227 に「幹線や枝線のような線状の暗渠排

水溝に用いる有孔管としては、従来有孔ヒューム管や有孔塩ビ管が多く使われてきたが、

この他にもポーラス状コンクリート管、有孔ポリエチレン管、有孔コルゲート管、フィ

ルター付き暗渠排水管、網状管、ヘチマ構造管、集束暗渠管など様々な製品が使用可能

である。」と示されている。本処分場の地下水集排水施設は、土被り高さが最大 23.718ｍ

（詳細は後述する）と大きく、十分な強度が必要であり、底面部の地下水集排水管は、

高耐圧ポリエチレン管を採用することとした。 

また、埋立地法面竪型地下水集排水管は、施工性、経済性を考慮し、合成樹脂管であ

る高密度ポリエチレン管（ポリエチレンダブル管）を採用することとした。ポリエチレ

ン管の性質として耐腐食性に優れていることが挙げられる。参考に、全都清要領のｐ.227

の抜粋を示す。 

なお、採用する管材が、十分な強度を有しているかどうかの確認は、構造計算により

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全都清要領ｐ.227 の抜粋】 

 

4) 地下水集排水施設の管径 

地下水集排水施設の管径は、県指針で「径 200mm 以上とし、水理計算により地下水や

湧水を排除するのに十分な径とすること。」とされている。 

本処分場の地下水集排水施設の管径は、県指針に準拠し、200mm 以上とする。 

なお、管径の詳細は、以降に示す。 
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5) 地下水量の計算 

① 対象流量 

地下水量は、後述する「既設地下水集排水管に排水される水量」より、以下のとお

りとする。 

○産業廃棄物最終処分場の地下水量：0.029 ㎥/sec 

 

② 地下水量の区分 

各区画毎の地下水量は、埋立地底面の面積按分により算定した。 

埋立地底面の面積は、次図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-3 埋立地底面面積の区分 

 

以上より、各区画の地下水量は、次表のとおりである。 

 

表07-2 地下水量の算定 

    

区分

面積

（㎡）

割合

地下水量

(㎥/sec）

A1-1 1,787 31.31% 0.0091

A1-2 1,806 31.65% 0.0092

A2-1 834 14.61% 0.0042

A2-2 1,280 22.43% 0.0065

計 5,707 100.00% 0.029
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6) 地下水集排水施設の流量計算の基本的な考え方 

地下水集排水施設の流量計算の基本的な考え方は、以下のとおりである。 

◯「埋立地内の地下水集排水管」の流量計算を行う。 

○「埋立地内の地下水集排水管」の対象は、雨水排除量と地下水量とする。 

○「集水ピットから既設地下水集排水管までの地下水放流管」の流量計算を行う。 

◯「集水ピットから既設地下水集排水管までの地下水放流管」の対象は、前述の雨水

排除量と地下水量に加え、不要となった浸出水量とする。 

◯雨水排除量は、合理式にて、地下水集排水施設の能力は、マニング式より算出する。 

 

7) 地下水集排水管の流量計算（埋立地内） 

① 雨水排除量 

(a) 算出式 

雨水排除量は、合理式より算出する。 

Ｑ＝1/360・f・r・Ａ 

Ｑ:雨水排除量（㎥/s） 

ｆ:流出係数 

ｒ:設計雨量強度(mm/hr)（50 年確率） 

Ａ:集水区域面積(ha) 

 

(b) 流出係数（ｆ） 

流出係数は、雨水集排水施設設計と同じ 1.0（裸地）とする。 

 

(c) 設計雨量強度（ｒ） 

設計雨量強度は、50 年確率とし、ｒ=147.4 mm/hr とする。 

 

(d) 集水区域面積（Ａ） 

雨水排除量の集水区域面積は、次図のとおりである。 

なお、埋立地底面の雨水は、全量浸出水となることから、集水区域面積より除外す

る。 
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図07-4 集水区域面積（第Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-5 集水区域面積（第Ⅱ期） 

 

 

 

 

1-1 

1-2 

2-1 

2-2 
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表07-3 雨水排除量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地下水量 

地下水量は、前述したとおりである。 

次表に示す。 

表07-4 地下水量の算定 

     

 

 

 

 

 

区分

面積

（㎡）

割合

地下水量

(㎥/sec）

A1-1 1,787 31.31% 0.0091

A1-2 1,806 31.65% 0.0092

A2-1 834 14.61% 0.0042

A2-2 1,280 22.43% 0.0065

計 5,707 100.00% 0.029

-1 -2 -3 (m3/s)

A1 153 265 328 746 0.0305

A2 142 184 184 510 0.0209

A3 345 345 267 957 0.0392

A4 323 324 244 891 0.0365

小計

0.1271

A5 143 217 217 577 0.0236

A6 220 393 332 945 0.0387

A7 252 215 467 0.0191

A8 274 329 603 0.0247

小計

0.1061

合計（第Ⅰ期）

0.2332

A7 407 436 299 1,142 0.0468

A8 380 334 714 0.0292

A9 507 491 998 0.0409

小計

0.1169

A10 335 429 764 0.0313

A11 338 338 0.0138

A12 488 488 0.0200

小計

0.0651

合計（第Ⅱ期）

0.1820

0.4152

番号 計

雨水排除量

合計

（第Ⅰ期）+第Ⅱ期

1-2

2-1

2-2

1-1

集水面積(m2)

区画
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③ 地下水集排水管の流下能力 

(a) 地下水集排水管の流下能力算出式 

地下水集排水管の流下能力の算出式は、以下の式より算出する。 

Ｑ＝Ｓ×Ｖ  

ここで 

Ｓ：流水断面積（ｍ

2

） 

Ｖ：平均流速（ｍ/ｓ） 

平均流速は、マニング公式によって算出する。 

Ｖ＝１／ｎ×Ｒ

2/3

×Ｔ

1/2

  

ここで 

Ｖ：平均流速（ｍ/ｓ） 

Ｔ：排水勾配 

Ｒ：径深（ｍ）＝Ｓ／Ｐ 

Ｓ：流水断面積（ｍ

2

）  

Ｐ：潤辺長（ｍ）（水路断面の水に触れる壁の長さ）  

ｎ：粗度係数（水路形式、材料、潤辺の性状によって値が異なる。） 

(b) 水勾配（T） 

地下水集排水管の排水勾配は、布設計画により設定する。 

(c) 粗度係数（ｎ） 

地下水集排水管の粗度係数は、「道路土工排水工指針」p.21 を参考に 0.010 とする。 

次表に「道路土工排水工指針」に示されている粗度係数を示す。 

表07-5 粗度係数 
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(d) 通水断面積（S） 

地下水集排水管の通水断面は、9 割水深とする。 

 

(e) 安全率 

安全率は、通水断面積を 9 割水深としていることから、1.2 倍以上とする。 

 

④ 地下水集排水管の流量計算（埋立地内） 

前述の内容を踏まえ、地下水集排水管（埋立地内）の流量計算を示す。 

いずれの管も、流出量に対して十分な流下能力を有している。 

 

表07-6 地下水集排水管の流量計算（埋立地内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-1 -2 -3 (m3/s) (m3/s) (m3/s) φ200 φ250 φ300 φ400

A1 153 265 328 746 0.0305 0.0048 0.0560 OK 1.84

A2 142 184 184 510 0.0209 0.0048 0.0301 OK 1.44

A3 345 345 267 957 0.0392 0.0048 0.0560 OK 1.43

A4 323 324 244 891 0.0365 0.0150 0.0532 OK 1.46

小計

0.1271 0.00908 0.13618 0.0074 0.2478 OK 1.82

A5 143 217 217 577 0.0236 0.0100 0.0435 OK 1.84

A6 220 393 332 945 0.0387 0.0150 0.0532 OK 1.38

A7 252 215 467 0.0191 0.0048 0.0301 OK 1.58

A8 274 329 603 0.0247 0.0048 0.0301 OK 1.22

小計

0.1061 0.00918 0.11528 0.0087 0.2687 OK 2.33

合計（第Ⅰ期）

0.2332 0.01826 0.25146

A7 407 436 299 1,142 0.0468 0.0200 0.0615 OK 1.31

A8 380 334 714 0.0292 0.0150 0.0532 OK 1.82

A9 507 491 998 0.0409 0.0150 0.0532 OK 1.30

小計

0.1169 0.00651 0.12341 0.0167 0.3723 OK 3.02

A10 335 429 764 0.0313 0.0100 0.0435 OK 1.39

A11 338 338 0.0138 0.0048 0.0301 OK 2.18

A12 488 488 0.0200 0.0048 0.0301 OK 1.51

小計

0.0651 0.00424 0.06934 0.0065 0.1080 OK 1.56

合計（第Ⅱ期）

0.1820 0.01074 0.19274

0.4152 0.02900 0.44420

1-1

1-2

2-1

2-2

合計

（第Ⅰ期）+第Ⅱ期

結果結果 安全率区画 計番号

雨水排除量

幹線

流下能力

勾配

小計

枝線

流下能力

枝線

流下能力

幹線

流下能力

集水面積(m2) 地下水量
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8) 地下水集排水管の流量計算（集水ピットから既設地下水集排水管まで） 

① 対象流量の設定 

集水ピットから既設地下水集排水管までの対象となる水量は、以下のとおりである。 

 

表07-7 対象流量の設定 

 

 

 

 

 

 

 

② 雨水排除量 

雨水排除量は、前述の表 07-6 に示すとおりである。 

◯第Ⅰ期：0.2332 ㎥/sec 

◯第Ⅱ期：0.1820 ㎥/sec 

◯合 計：0.4152 ㎥/sec 

 

③ 地下水量の算定方法 

一般廃棄物最終処分場及び産業廃棄物最終処分場の地下水量の算定には、「全都清

要領」の p.229 に準拠し、「埋立地全体を大きな井戸と見なす方法」の算定式を用い

る。 

「全都清要領」に示されている井戸想定の概念図及び地下水量の算定式を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-6 井戸想定の概念図 

第Ⅰ期埋立開始時 ◯ ◯ ◯ - -

第Ⅰ期埋立完了時 - ◯ ◯ - ◯

第Ⅱ期埋立開始時 ◯ ◯ - - -

第Ⅱ期埋立完了時 - ◯ - ◯ -

区分 雨水排除量

第Ⅱ期予定地

雨水流出量

処理不要

浸出水量

第Ⅰ・Ⅱ期境界箇所

雨水流出量

本処分場箇所

地下水量
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算定式は次のとおりである。 

Ｑ＝4×ｋ×r×（Ｈ－ｈ
0
）  

  Ｑ：地下水量（ｍ

3

/s）  

ｋ：透水係数（ｍ/s）  

ｒ：井戸の半径（ｍ）（ｒ=（Ａ/π）

1/2

、Ａ：埋立地底面の面積） 

Ｈ：原地下水頭（ｍ）  

ｈ
0
：井戸の水位（ｍ） 

 

④ 地下水量の算定 

(a) 透水係数 

一般廃棄物最終処分場範囲では新たな調査が行われていないため、事業計画書と同

様に、平成 20 年度の地質調査結果より設定された透水係数を適用する。 

◯一般廃棄物最終処分場の透水係数：5.39×10

-4

cm/sec 

 

表07-8 事業計画書に示される一般廃棄物最終処分場の透水係数 

 

産業廃棄物最終処分場の透水係数は、事業計画書では、次表に示すとおり、7.61×

10

-4

cm/sec として設定されているが、令和 4 年度に実施した地質調査結果を含め想定

される当該地に分布する地層の透水係数を表 07-10 に示し、適用する透水係数につい

て検討を行う。 

 

表07-9 事業計画書に示される産業廃棄物最終処分場の透水係数 

 

 

 

 

 

 

 

05（07）	－	13



表07-10 透水係数（地質調査報告書より） 

 

 

本検討では、計算上安全側（水量が多く算出される）となる、調査結果から想定さ

れる透水係数を適用する。 

〇産業廃棄物最終処分場の透水係数：2.14×10

-5

m/sec（2.14×10

-3

cm/sec） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類・状態

提案値

(m/sec）

備考

盛土　砂質土
5.57×10

-7

クレーガーの推定式

盛土　粘性土
3.66×10

-7

クレーガーの推定式

盛土　粘性土
1.97×10

-6

クレーガーの推定式

粘性土

やや柔らかいもの

9.13×10

-6

現場透水試験結果

粘性土

やや柔らかいもの

2.11×10

-6

同時期に堆積したと

考えられる粘性土の

L2cと同等とする

砂質土

密実でないもの

1.34×10

-5

クレーガーの推定式

砂質土

密実と密実でない

ものの中間

1.34×10

-5

同時期に堆積したと

考えられる砂質土の

L1pcと同等とする

粘性土

やや柔らかいもの

2.11×10

-6

現場透水試験結果

10未満が主体の層 DL
2.14×10

-5

現場透水試験結果

10～30が主体の層 DH
2.14×10

-5

固結度の低いN値10未満

の層と同等とすることで

安全側と考える

30以上が主体の層 CL
2.95×10

-7

現場透水試験結果

10未満が主体の層 DL
1.01×10

-7

現場透水試験結果

10～30が主体の層 DH
1.01×10

-7

固結度の低いN値10未満

の層と同等とすることで

安全側と考える

30以上が主体の層 CL
1.01×10

-7

固結度の低いN値10未満

の層と同等とすることで

安全側と考える

L1pc

L2s

L2c

M1

M2

地層

L1c

道路盛土

B2

B3c

Ac
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(b) 井戸の半径 

井戸の半径は、埋立地底面の面積より算出する。 

埋立地底面の面積は、次図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-7 埋立地底面の面積 

 

一般廃棄物の埋立地底地の面積は、8,390ｍ

2

、産業廃棄物最終処分場の埋立地底面

の面積は、5,707ｍ

2

である。 

そのため、井戸の半径は、以下のとおりとなる。 

 

○一般廃棄物最終処分場の井戸半径：52ｍ（（8,390/3.14）

1/2 

＝51.69≒52ｍ） 

◯産業廃棄物最終処分場の井戸半径：43ｍ（（5,707/3.14）

1/2 

＝42.63≒43ｍ） 

 

(c) 原地下水頭と井戸の水位の差 

産業廃棄物最終処分場の原地下水頭と井戸の水位差は、ボーリング調査における掘

削時の確認水位及び水位観測結果とその地点における処分場造成時の計画掘削高とを

比べ、水位差が最大となる値を採用した。地下水位と計画掘削高の整理を次表及び次

図に示す。 

この結果、供用時には R4-B-6 付近で水位差が最大となり水位差は 7.65m 程度とな

る。また、地盤対策施工中には、さらに 3m 程度の掘削を行うこととなる。しかし、こ

れを考慮し、対策範囲にある地点の水位差に 3m 加えたとしても、水位差の最大値に変

わりはない。 

よって、産業廃棄物最終処分場における水位の差は 8m とした。 

 

 

 

A=8,390 ㎡（一般廃棄物最終処分場） 

A=5,707 ㎡（産業廃棄物最終処分場） 
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表07-11 本処分場内のボーリング地点における地下水位と計画掘削高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-8 本処分場内のボーリング地点における地下水位と計画掘削高との関係 

 

 

地盤標高 水位標高

ボーリング地点の

計画掘削高

供用時の水位差 施工中の水位差

T.P.(m) T.P.(m) T.P.(m)

水位面が高くなると

マイナス表示

地盤対策時の

3m掘削を考慮

H20-B-3 45.50 40.96 44.50 3.54 - ボーリング掘削時の確認水位

H24.No.1 31.50 28.20 29.80 1.60 - 水位観測による最高水位

H27-B-3 39.15 30.20 40.27 10.07 - ボーリング掘削時の確認水位

R1-B-4 28.57 23.01 27.40 4.39 1.39 ボーリング掘削時の確認水位

R1-B-5 35.60 33.28 28.60 -4.68 - ボーリング掘削時の確認水位

R1-B-6 42.10 30.54 30.50 -0.04 - ボーリング掘削時の確認水位

R1-B-7 25.62 21.07 29.40 8.33 5.33 ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-1 31.49 28.29 29.60 1.31 -1.69 ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-2 29.61 19.41 26.40 6.99 3.99 ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-3 34.94 30.87 35.90 5.03 - ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-5 25.01 20.96 29.20 8.24 5.24 ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-6 34.83 34.53 26.88 -7.65 - ボーリング掘削時の確認水位

R4-B-7 44.00 39.46 41.20 1.74 - 水位観測による最高水位

R4-B-8 37.63 35.23 40.00 4.77 - ボーリング掘削時の確認水位

孔名 備考

掘削に伴う水位差が最大となる 

橙のハッチング：第Ⅰ期の地盤対策範囲 

緑のハッチング：第Ⅱ期の地盤対策範囲 
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また、一般廃棄物最終処分場範囲において、水位が観測できている既往の調査結果

としては H20-B-2 がある。H20-B-2 の地下水位と計画掘削高の整理を次表及び次図に

示す。 

この結果、一般廃棄物最終処分場における水位の差は 10.8m となり、安全側を考慮

し 11m とした。 

表07-12 一般廃棄物最終処分場内のボーリング地点における地下水位と計画掘削高

図07-9 測点 No.18における想定横断図

○一般廃棄物最終処分場の水位差：11ｍ 

◯産業廃棄物最終処分場の水位差：8ｍ 

孔名
地盤標高
T.P(m)

水位標高
T.P(m)

ボーリング地点の
計画掘削高
T.P(m)

計画掘削高さと
水位面の関係

水位面が高くなると
マイナス表示

備考

H20-B-2 28.60 20.80 10.00 -10.80 ボーリング掘削時の確認水位
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(d) 地下水量 

前述を踏まえた本処分場の地下水量は、以下のとおりである。 

◯一般廃棄物最終処分場の地下水量 

⇒ 4☓5.39×10

-4

×1/100☓52☓11.0＝0.0123323ｍ3/sec≒0.0123ｍ3/sec 

◯産業廃棄物最終処分場の地下水量 

⇒ 4☓2.14×10

-3

×1/100☓43☓8.0＝0.0294464ｍ3/sec≒0.029ｍ3/sec 

 

⑤ 第Ⅱ期予定地の雨水量 

第Ⅱ期予定地の雨水量算出の流域図は、次図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-10 第Ⅱ期予定地の流域図 

 

合理式により雨水量を算出する。合理式に用いる設定条件は前述の値を用いる。 

Ｑ＝1/360×f×r×Ａ＝1/360×1.0×147.4×0.8268＝0.33852 

 

表07-13 第Ⅱ期予定地の雨水量 

 

 

 

 

区分

集水面積

(m2)

雨水流出量

（㎥/sec）

第Ⅱ期予定地

（現況への雨水量）
8,268 0.3385
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⑥ 処理が不要になった浸出水量 

本処分場の処理が不要になった浸出水量は、以下のとおりである。 

○最大年（平成元年）：1,307 ㎥/日 

○最大月間年（平成 30 年）：1,725 ㎥/日 

〇最大月間年②（平成 9 年）：1,220 ㎥/日 

以上により、処理が不要となった浸出水量（埋立終了時）は、最大年（平成 30 年）の

浸出水量が最も多いと考えられることから、1,725 ㎥/日＝0.0199 ㎥/sec≒0.02 ㎥/sec

とする。 

 

⑦ 第Ⅰ・Ⅱ期境界箇所の雨水流出量 

第Ⅰ・Ⅱ期境界箇所の雨水流出量算出の流域図は、次図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-11 第Ⅰ・Ⅱ期境界箇所の流域図 

 

合理式により雨水量を算出する。合理式に用いる設定条件は前述の値を用いる。 

 Ｑ＝1/360×f×r×Ａ＝1/360×1.0×147.4×0.8221＝0.33660 

 

表07-14 第Ⅰ・Ⅱ期境界箇所の雨水量 

 

 

 

区分

集水面積

(m2)

雨水流出量

（㎥/sec）

第Ⅰ・Ⅱ期境界の

雨水流出量
8,221 0.3366

05（07）	－	19



9) 流出量のまとめ 

前述した地下水量、雨水排除量、処理が不要となった浸出水量を総括すれば、次表の

とおりとなる。 

表07-15 流出量のまとめ 

 

 

10) 地下水集排水管の流量計算結果 

前述した内容を踏まえた集水ピットから既設地下水集排水管までの流量計算結果は、

次表のとおりである。 

幹線φ700 の管は、いずれの場合も、流出量に対して十分な流下能力を有している。 

 

表07-16 地下水集排水施設の流量計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（㎥/sec）

第Ⅰ期埋立開始時 0.2332 0.01826 0.3385 - - 0.58996

第Ⅰ期埋立完了時 - 0.01826 0.3385 - 0.3366 0.69336

第Ⅱ期埋立開始時 0.1820 0.0290 - - - 0.21100

第Ⅱ期埋立完了時 - 0.0290 - 0.0200 - 0.04900

計区分 雨水排除量

本処分場箇所

地下水量

第Ⅱ期予定地

雨水流出量

処理不要

浸出水量

第Ⅰ・Ⅱ期

境界箇所

雨水流出量

幹線

流下能力

φ700

第Ⅰ期埋立開始時 0.23320 0.01826 0.33850 - - 0.58996 0.00500 0.851 OK

第Ⅰ期埋立完了時 - 0.01826 0.33850 - 0.33660 0.69336 0.00500 0.851 OK

第Ⅱ期埋立開始時 0.18200 0.02900 - - - 0.21100 0.00500 0.851 OK

第Ⅱ期埋立完了時 - 0.02900 - 0.02000 - 0.04900 0.00500 0.851 OK

第Ⅱ期予定地

雨水流出量

処理不要

浸出水量

第Ⅰ・Ⅱ期

境界箇所

雨水流出量

勾配区分 雨水排除量

本処分場箇所

地下水量

計 結果
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11) 地下水集排水施設の布設位置、管径及び機能 

地下水集排水施設の布設位置、管径及び機能を次表に示す。 

 

表07-17 地下水集排水施設の布設位置、管径及び機能 

布設位置 管 径 機 能 

埋立地法尻部 

地下水集排水管 

φ200mm 

φ300mm 

法面から発生する地下水及び湧水を集水す

るため、埋立地法面の法尻部に設置する。 

埋立地法面竪型 

地下水集排水管 

φ200mm 

小段排水溝で集水された、廃棄物に接触して

いない雨水を埋立地底面の支線へ導水する

ため、埋立地法面の背面部に設置する。 

雨水・地下水排除 

専用管 

φ700mm 

区画埋立を行うため、未埋立エリアの雨水及

び地下水をモニタリング後に排水するため

の専用管で、集水ピットから接続桝の間に配

置する。 

埋立地底面部 

地下水集排水管(幹線) 

φ300mm 

φ400mm 

φ500mm 

地下水を集水ピットへ導水する。 

埋立地底面部 

地下水集排水管(枝線) 

φ200mm 

φ250mm 

埋立地法尻部で集水された地下水を埋立地

底面部地下水集排水管（幹線）へ導水する。

幹線に対して、概ね 20ｍピッチに配置する。 
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12) 地下水集排水施設の構造検討 

① 最大土被り高さの設定 

構造計算は、地下水集排水管の管径毎に、土被りや管体に作用する載荷重が最大と

なる断面で行う。以下に、地下水集排水管の土被り算定位置、算定根拠図及び算定表

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-12 土被り算定位置（第Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-13 土被り算定位置（第Ⅱ期） 

⑲Φ250 
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図07-14 土被り算定根拠図（第Ⅰ期/第Ⅱ期） 
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表07-18 土被り算定表（第Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表07-19 土被り算定表（第Ⅱ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ期

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑲ 250 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

1.000 3.000 0.450

0.500 4.500

5.500 3.000

1.276 合計

(5)土被り計 8.276 10.500 0.450 19.226

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4)

荷重(KN/m2) 157.244 172.200 9.000 338.444 13.0 351.444

平均単位体積重量(KN/m3) 17.60

地下水管の構造計算

土被り内訳(m)

第Ⅱ期

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑮-1 700 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

22.748 0.600

合計

(5)土被り計 22.748 0.000 0.600 23.348

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4)

荷重(KN/m2) 432.212 0.000 12.000 444.212 13.0 457.212

平均単位体積重量(KN/m3) 19.03

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑮-2 700 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

1.000 3.000 0.600

0.500 4.500

0.500 4.500

0.500 2.100

6.518 合計

(5)土被り計 9.018 14.100 0.600 23.718

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4) ⑮-1断面で代表

荷重(KN/m2) 171.342 231.24 12.000 414.582 13.0 427.582

平均単位体積重量(KN/m3) 17.48

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑯ 500 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

20.058 0.600

合計

(5)土被り計 20.058 0.000 0.600 20.658

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4)

荷重(KN/m2) 381.102 0.000 12.000 393.102 13.0 406.102

平均単位体積重量(KN/m3) 19.03

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑰ 400 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

21.863 0.600

合計

(5)土被り計 21.863 0.000 0.600 22.463

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4)

荷重(KN/m2) 415.397 0 12.000 427.397 13.0 440.397

平均単位体積重量(KN/m3) 19.03

計算断面形式 断面位置 口径（mm） (1)土砂(KN/m3) (2)廃棄物(KN/m3) (3)砕石(KN/m3) (4)載荷重 荷重合計

溝型 ⑱ 300 19.0 16.4 20.0 W=13.0KN/m2

20.164 0.600

合計

(5)土被り計 20.164 0.000 0.600 20.764

(1)*(5) (2)*(5) (3)*(5) (4)

荷重(KN/m2) 383.116 0 12.000 395.116 13.0 408.116

平均単位体積重量(KN/m3) 19.03

土被り内訳(m)

土被り内訳(m)

地下水管の構造計算

土被り内訳(m)

土被り内訳(m)

土被り内訳(m)
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② 地下水集排水管の構造計算 

以下に、φ700 高耐圧ポリエチレン管の構造計算を一例として示す。その他の断面

を含め、構造計算の結果は、根拠資料として示す。 

いずれの場合も、許容たわみ率、許容曲げ応力度を満足することを確認した。 
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③ 構造計算諸元根拠 

以下に、構造計算に用いた各種の諸元根拠を示す。 

（a）管の平均半径、曲げ剛性 

「道路土工：カルバート工指針」p255～256 
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（b）変形遅れ係数 

「道路土工：カルバート工指針」p257 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（c）許容曲げ応力、許容たわみ率 

「道路土工：カルバート工指針」p258 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（d）沈下比 

「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説：パイプライン」p293 
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（e）締固めの程度 

「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説：パイプライン」p316 

締固めⅠ：一般の締固め管理 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（f）設計支持角 

「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説：パイプライン」p309 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とう性管の設計支持角は、地盤上に管を直置きするため、計算上安全側となる 90°

に設定する。 
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(3) 排水ルート 

排水ルートの概要は、以下のとおりである。 

○第Ⅰ期：地下水集水⇒第Ⅰ期集水ピット⇒既設地下水集排水管に排水⇒防災調整池へ 

○第Ⅱ期：地下水集水（第Ⅰ期の地下水を含む）⇒第Ⅱ期集水ピット⇒既設地下水集排

水管に排水⇒防災調整池へ 

なお、第Ⅰ期埋立終了後は、第Ⅰ期と第Ⅱ期の集水ピットを排水管により接続し、第

Ⅰ期の地下水は、第Ⅱ期の集水ピットを経由し排水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-15 地下水排水ルート（第Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-16 地下水排水ルート（第Ⅱ期） 
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(4) 小段雨水排水 

本処分場は、雨水を積極的に地下水へ排水し浸出水量の削減を図るため、小段雨水排水

を設けることとした。 

なお、この小段雨水排水の位置や構造等は「05（02）遮水工（遮水シート等）」に記載の

とおりである。 

(5) 既設地下水集排水管 

1) 既設地下水集排水管の布設状況 

一般廃棄物最終処分場の底面には、ポリエチレンダブル管φ700mm の既設地下水集排

水管（延長 348.63m）が布設されている。 

この既設地下水集排水管の下流端部は、防災調整池に接続されており、上流端部には

集水桝が設置されている。 

次図に、既設地下水集排水管の平面図、縦断図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図07-17 既設地下水集排水管の平面図 

 

 

 

 

 

 

 

図07-18 既設地下水集排水管の縦断図 

 

  

既設集水桝 

既設地下水集排水管 
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2) 既設地下水集排水管に排水される水量 

既設地下水集排水管に排水される水量は、表 07-16 に示す水量に、一般廃棄物最終処

分場の地下水量を追加したものである。 

次表に、既設地下水集排水管に排水される水量のまとめを示す。本表から既設地下水

集排水管に排水される量が最大となるのは、第Ⅰ期埋立完了時の 0.70566ｍ

3

/sec である。 

 

表07-20 既設地下水集排水管に排水される水量 

 

 

3) 既設地下水集排水管の流下能力 

① 既設地下水集排水管の流下能力算出式 

既設地下水集排水管の流下能力は、以下の式より算出する。 

Ｑ＝Ｓ×Ｖ  

ここで 

Ｓ：流水断面積（ｍ

2

） 

Ｖ：平均流速（ｍ/ｓ） 

平均流速は、マニング公式によって算出する。 

Ｖ＝１／ｎ×Ｒ

2/3

×Ｔ

1/2

  

ここで 

Ｖ：平均流速（ｍ/ｓ） 

Ｔ：排水勾配 

Ｒ：径深（ｍ）＝Ｓ／Ｐ 

Ｓ：流水断面積（ｍ

2

） 

Ｐ：潤辺長（ｍ）（水路断面の水に触れる壁の長さ）  

ｎ：粗度係数（水路形式、材料、潤辺の性状によって値が異なる。） 

 

既設地下水集排水管φ700 の流量計算の条件を以下に示す。 

 

第Ⅰ期埋立開始時 0.23320 0.01826 0.01230 0.33850 - - 0.60226

第Ⅰ期埋立完了時 - 0.01826 0.01230 0.33850 - 0.33660 0.70566

第Ⅱ期埋立開始時 0.18200 0.02900 0.01230 - - - 0.22330

第Ⅱ期埋立完了時 - 0.02900 0.01230 - 0.02000 - 0.06130

計

一般廃棄物最

終処分場箇所

地下水量

（追加）

区分 雨水排除量

本処分場箇所

地下水量

第Ⅱ期予定地

雨水流出量

処理不要

浸出水量

第Ⅰ・Ⅱ期

境界箇所

雨水流出量
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(a) 排水勾配（T） 

既設地下水集排水管の排水勾配は、縦断図より、下流端部（FH=8.55ｍ）、上流部

（FH=14.15ｍ）、延長（L=299.12ｍ）であり、排水勾配は、以下のとおり設定する。 

T=（14.15-8.55）/299.12×100＝1.87％ 

 

 

図07-19 既設地下水管の縦断図 

 

(b) 粗度係数（ｎ） 

既設地下水集排水管は、φ700 の高密度ポリエチレンダブル管である。この管の粗

度係数は、「道路土工排水工指針」p.21 を参考に 0.010 とする。 

次表に「道路土工排水工指針」に示されている粗度係数を示す。 

 

表07-21 粗度係数 
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4) 通水断面積（S） 

既設地下水集排水管（φ700）の通水断面は、8 割水深とする。 

 

5) 流下能力（Q） 

既設地下水集排水管の流下能力は、以下のとおりとなる。 

Ｖ＝１／ｎ×Ｒ

2/3

×Ｔ

1/2

＝1／0.010×0.213

2/3

×（1.87/100）

1/2

＝4.877ｍ/sec 

Ｑ＝Ｓ×Ｖ＝0.33×4.877＝1.609≒1.61ｍ

3

/sec  

 

6)既設地下水集排水管の流下能力の確認 

以上より、雨水排除量、地下水量等の流出量 0.70566ｍ

3

/sec（最大）に対して、既設地

下水集排水管の流下能力は 1.61ｍ

3

/sec であり、十分な流下能力を有している。 
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2．地下水管理について 

 

○万一、遮水工に異常が生じ、浸出水が埋立地外へ漏れ出した場合、最初に埋立地下部

の地下水に変化が生じる可能性が高い。埋立廃棄物は、燃え殻・ばいじんが多くを占

めるため、それらに含まれる成分を考慮すると、浸出水は塩類を非常に多く含む水質

であることが予想される。 

○第Ⅰ期埋立において、地下水集排水管で集水された地下水は、地下水と浸出水の一体

構造の集水ピットの地下水モニタリングピットに集水される。 

○地下水モニタリングピットでは、集水された地下水の pH と EC を自動計測し、この水

質検査の結果、問題のない地下水は、地下水ピットへ導水された後、既設地下水集排

水管（φ700）へ放流する。 

○地下水の水質異常を認めた場合は、地下水モニタリングピットと地下水ピットの間の

止水バルブを閉じ、（通常は、「開」とし、pH と EC を計測結果により自動で「閉」と

する。）既設地下水集排水管への放流は行わない。 

○止水バルブは、地表より操作できる仕様とする。 

○水質異常を認めた場合の地下水モニタリングピットの地下水は、隣接する浸出水集水

ピットへポンプアップした後、浸出水処理施設で処理を行う。 

○第Ⅰ期埋立は、約 10 年間で埋立終了となる予定であるが、その後、第Ⅰ期集水ピット

の上部は、第Ⅱ期埋立として埋立を行う。（第Ⅰ期集水ピット内で配管接続の上、ピッ

トは、砕石等を充填し閉塞させる。） 

○第Ⅱ期埋立時には、第Ⅰ期集水ピットのメンテナンス等（ポンプ等の交換）が困難と

なることから、第Ⅰ期集水ピットから第Ⅱ期集水ピットへ地下水管、浸出水管を連結

させる。 

○第Ⅰ期集水ピット埋設時には、第Ⅰ期集水ピットの機能を第Ⅱ期集水ピットに集約さ

せ、第Ⅱ期埋立時に閉塞させる。 

○第Ⅱ期埋立の地下水は、第Ⅰ期、第Ⅱ期埋立の地下水が集水されるが、地下水の管理

は、第Ⅰ期集水ピットと同様とする。 
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第Ⅰ期／地下水集排水施設計画平面図

S=1：1000

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:1000

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／地下水集排水施設計画平面図
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第Ⅰ期／Φ300地下水集排水管縦断図

S=1:500

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:500

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／Φ300地下水集排水管縦断図
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ベントナイト混合土(t=50cm)

保護材(ｾﾒﾝﾄ安定処理土層)t=30cm

Φ800浸出水集水管（有孔管）

Φ600浸出水集水管（有孔管）

2
6
.
5
6

1
.
7
5

Φ800雨水切替管EL=25.810

Φ500地下水管EL=24.200

両ﾌﾗﾝｼﾞ短管L=1.70m
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淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:600

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

S=1：600

第Ⅰ期／地下水集排水管　管割り図

第Ⅰ期／地下水集排水管　管割り図
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S=1:60

第Ⅰ期／地下水集排水施設一般図
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第Ⅰ期／集水ピット一般図(1/2)

S=1:200

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:200

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／集水ピット一般図（1/2）
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第Ⅰ期／集水ピット一般図(2/2)

S=1:200

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:200

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／集水ピット一般図（2/2）
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第Ⅱ期／地下水集排水施設計画平面図
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S=1:60第Ⅱ期／地下水集排水施設一般図
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第Ⅱ期／集水ピット一般図(2)
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05＿施設の設計計算書 

（08）埋立ガス処理施設 





05（08） 埋立ガス処理施設 

提示資料の要点 

埋立地内部で発生するガス（埋立ガス）を排除するため、埋立地内に設置する竪型集排水

管を通気のための施設とする。 

設計基準、関連基準 

基準省令 第 2 条第 2 項第 3 号（第 1 条第 2 項第 16 号） 

県指針 4-3-7 ガス抜き設備 

全都清要領 9 章 埋立ガス処理施設（pp.401～416） 

その他 なし 

概要・ポイント 

○埋立ガスは、周辺の生活環境に支障のない方法で大気に放出させる。 

○埋立ガスは、浸出水集排水管（法面部）及び竪型集排水管（いずれも浸出水の集排水と

ガス抜きの兼用）により、速やかに大気に放出させる。（当該設備の構造は、本資料後段

で示す。） 

○当該設備は、浸出水集排水管の幹線・枝線に接続させるものとし、適切な配置密度で設

置し、準好気性の雰囲気を保たせるものとする。なお、竪型集排水管は必要設置密度を

上回る 16 箇所を設置する。 

○当該設備は、十分な強度と耐腐食性を有する管材を用いる。 

○概要は下表のとおり。 

設置密度 合計 16 箇所（面積 22,100m2） 

埋立地内に、1,380m2当たり１箇所以上となるように設置 

管径 φ200ｍｍ以上 

材質 高密度ポリエチレン管（有孔管） 

 

図面類 

図面番号 図面名 

147 第Ⅰ期／浸出水集排水施設計画平面図 

149～151 第Ⅰ期／浸出水集排水施設一般図（１）～（３） 

327 第Ⅱ期／浸出水集排水施設計画平面図 

331～333 第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図（１）～（３） 

 

根拠資料 

資料名 備考 

なし  
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1．埋立ガス処理施設設計 

(1) 県指針基準 

埋立ガス処理施設の県指針基準は、以下のとおりである。 

【県指針（p.32、p.18、p.19）より】 
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(2) 敷設計画 

竪型集排水管（ガス抜き管）の配置は、16 箇所（埋立面積 22,100 ㎡÷2,000 ㎡/箇所≒ 

12 箇所以上が必要である。）とする。詳細は以下に示す。 

〇第Ⅰ期：埋立面積 12,224 ㎡、ガス抜き管設置数 8 箇所、１本当り面積 1,528 ㎡ 

〇第Ⅱ期：埋立面積 9,866 ㎡、ガス抜き管設置数 8 箇所、１本当り面積 1,233 ㎡ 

また、ガス抜き管の敷設箇所は次図のとおりである。 

図1 第Ⅰ期／埋立ガス処理施設の敷設箇所 

図2 第Ⅱ期／埋立ガス処理施設の敷設箇所 
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(3) 基本構造

1)底部の竪型集排水管

○竪型集排水管は、φ200mm の高密度ポリエチレン管（有孔管）とし、県指針 4-3-7

③エによりガス抜き管を兼ねるものとする。 

○竪型集排水管は、自立できるように管の周囲をふとん篭等で固定することを基本と

するが、埋め立ての進捗に合わせて施工する。 

○竪型集排水管は、「全都清要領」（p.328）の「竪型集排水管を埋立ガス処理施設と兼

用する場合は、浸出水集排水管と連結することが望ましい。」に従い、浸出水集排

水管に接続させる。
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2)法面部の浸出水集排水管、小段部の竪型集排水管

○浸出水集排水管及び竪型集排水管は、φ200mm の高密度ポリエチレン管（有孔管）とし、

県指針 4-3-7③エによりガス抜き管を兼ねるものとする。 

○竪型集排水管は、自立できるように管の周囲をふとん篭等で固定することを基本とする

が、埋め立ての進捗に合わせて施工する。 

○竪型集排水管は、「全都清要領」（p.328）の「竪型集排水管を埋立ガス処理施設と兼用す

る場合は、浸出水集排水管と連結することが望ましい。」に従い、浸出水集排水管に接

続させる。 

○法面部の浸出水集排水管は、遮光マット固定工により法面に固定すると共に、埋め立て

の進捗に合わせて、割栗石、保護砂材で覆う構造とする。 

遮光マット固定工 
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注１：浸出水圧送管は容易に破損等の異常が確認できるように

      埋設型とはしない。管が容易に目視点検できる形状とする。

注２：浸出水圧送管は、凍結防止のための措置を講じる。
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S=1:60第Ⅰ期／浸出水集排水施設一般図(1)
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Ⅰ
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区

域

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:1000

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／浸出水集排水施設計画平面図

S=1：1000

φ

3
0
0
枝

線

L
1

=
8

.
5

m

i
=
1
0
.
0
‰

φ
2
0
0
枝
線
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2
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0
0
枝

線

　

L
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3
8
.
7
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φ

2
0
0
枝

線

　

L
1
=
5
7
.
9
m

第Ⅱ期／浸出水集排水施設計画平面図

2期区画取水ピット(1期兼用)

浸出水処理施設

管理事務所

浸出水圧送管

浸出水集排水管（幹線）

凡　　　例

名　　称記　号 備　　考

浸出水集排水管（枝線）

浸出水集排水管（法面部）

竪型集排水管

有孔ポリエチレン管φ700、φ800

有孔ポリエチレン管φ300

有孔ポリエチレン管φ200

有孔ポリエチレン管φ200

浸出水集排水管（幹線） 無孔ポリエチレン管φ700～1000
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.
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‰
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.
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‰
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0
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0
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Ⅰ
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0
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0
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0
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φ900幹線(無孔管)

L=15.1m i=14.7‰
φ700幹線(有孔管)

L=35.0m i=6.5‰

φ700幹線(無孔)

L=21.1m i=14.7‰

i
=

1
0

.
0
‰

i
=
7
.
0
‰

i
=
7
.
5
‰

第Ⅰ期浸出水送水管（幹線）無孔ポリエチレン管φ1000
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S=1:60

第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(1)

1100 1100

5
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1:
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5 1:1.5

割栗石

外圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾘﾌﾞ管

2100

(50～150mm)

120°

2
9
8

5
0
0

5
0
0

8
0
2

1800 1800

φ700浸出水集排水管(幹線)

5700

7
0
0 （有孔管）

ベントナイト混合土(t=50cm)

1:3.
0

1:3.
0保護材(ｾﾒﾝﾄ安定処理土層)t=30cm

1
1
0
0

200200

30
0

50
0

3
00

50
0

1:1.01:
1.
0

2100

（有孔管）

51

保護材(t=50cm)

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:60

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(1)

331

1300 1300

5
0
0

1
0
0
0

5000

1:
1.
5 1:1.5

割栗石

外圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾘﾌﾞ管

2400

(50～150mm)

120°

3
4
0

5
00

5
0
0

9
6
0

2400 2400

φ800浸出水集排水管(幹線)

7200

8
0
0 （有孔管）

ベントナイト混合土(t=50cm) 1:3.
0

1:3.
0

保護材(ｾﾒﾝﾄ安定処理土層)t=30cm

1
3
00

200
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3
00

5
00

30
0

50
0

1:1.01:
1.
0

2400

（有孔管）

80

保護材
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第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(2)

φ1000浸出水送水管(幹線:無孔管)

砕石 20～403
0
0

1
1
6
4

3
0
0

1
7
6
4

1850

1:
0.
5

3614

φ800浸出水送水管(幹線:無孔管)

砕石 20～403
0
0

9
6
0

1
5
6
0

3
0
0

Ｈ

無孔管：内圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管HSPE
80

1600

1:
0.
5

3160

Ｂ

h 埋戻し土

8
0
0

（第Ⅰ期の浸出水管：第Ⅱ期の盛土内ピット接続部）

（第Ⅱ期の盛土内ピット接続部）

Ｈ

Ｂ

h

埋戻し土

外圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾘﾌﾞ管

1
0
0
0

（無孔管）

82

φ700浸出水送水管(幹線:無孔管)

（第Ⅱ期の盛土内ピット接続部）

砕石 20～40

3
0
0

8
0
4

1
4
0
4

3
0
0

Ｈ 無孔管：内圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管HSPE
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1:
0.
5
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Ｂ

h

埋戻し土

7
0
0

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:60

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(2)

332

φ900浸出水送水管(幹線:無孔管)

砕石 20～40

3
0
0

1
0
5
2

1
6
5
2

3
0
0

Ｈ 無孔管：内圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管HSPE

76

1750

1:
0.
5

3402

Ｂ

h 埋戻し土

9
0
0

（第Ⅱ期の盛土内ピット接続部）

700

5
0
08
0
0

2300

1:
1.
5 1:1.5

割栗石

900

(50～150mm)

120°

3
2
7

3
0
0

3
7
3

1200 1200

φ300浸出水集排水管(枝線)

3
0
0

36.5

700

（有孔管）

3300

5
0
0

保護材

ベントナイト混合土(t=50cm)

1:3.
0

1:3.
0

保護材(ｾﾒﾝﾄ安定処理土層)
t=30cm

900

7
0
0

200

1:1.01:
1.
0

30
0

5
00

3
00

5
00

外圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾘﾌﾞ管

200

S=1:60
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平 面 図

ふとん篭

割栗石(150～200mm)
2000×1200×500

2000

1
2
0
0

竪型集排水管φ200
高密度ポリエチレン管（有孔管）

竪型集排水管詳細図
（底 部）

竪型集排水管詳細図
（小段部）

S=1:60

第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(3)

φ200浸出水集排水管（法面部）

t=10mm 遮光マット固定工

750

高密度ポリエチレン管φ200
（有孔管）

1:1.5(2.0)

Ａ-Ａ断面図

保護砂材(砂)t=500mm
施工する。
埋立の進捗に合わせて

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:60

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／浸出水集排水施設一般図(3)

333

500 252 500

852

5
0
0

割栗石(50～150mm)

2
0
0

2
5
2

25
2

1:1.5(2.0)

300
500

300500

20
0

20
0

500

500

1000

1000

（法面ｶﾞｽ抜き管：有孔管）

500

1000

1000

t=10mm遮光マット固定工、@1.5m
L=1.7m/箇所、B=0.5m

高密度ポリエチレン管φ200
（有孔管）

600500 500

※埋立の進捗に合わせて施工する。

500

盛土

断 面 図

D t

5
0
0

1:
1.
5 1:1.5

割栗石

保護材

(50～150mm)

120°

5
0
0

ふとん籠

割栗石(150～200mm)
2000×1200×500

竪型集排水管φ200

竪
型
集

排
水

管
φ

2
0
0設

置
に

つ
い
て
は
、

埋
め

立
て
の

進
捗

に
合

わ
せ
施

工
す

る

高密度ポリエチレン管（有孔管）

t

2
0
00

ふ
と
ん

籠
設
置

に
つ
い

て
は
、

埋
め
立

て
の

進
捗

に
合

わ
せ

施
工

す
る

5
0
0

5
0
0

1200

浸出水集排水管
（外圧用高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾘﾌﾞ管　有孔管）

ベントナイト混合土(t=50cm)

保護材(安定処理土層)t=30cm

1:3.
0

1:3.
0

埋立完了面

最終覆土

t=10mm 遮光マット固定工

高密度ポリエチレン管φ200
（有孔管）

1:1.5(2.0)

25
2

1:1.5(2.0)

300
500

300500

2000

20
0

20
0

500

500

1000

1000

500

1000

1000

竪
型
集

排
水

管
φ

2
0
0
に

つ
い
て
は

、

埋
め
立

て
の

進
捗

に
合

わ
せ

施
工

す
る

6
2
0

高密度ポリエチレン管（有孔管）
竪型集排水管φ200

φ200*200　T字管

520

5
0
0

5
0
0

1200

ふとん籠

割栗石(150～200mm)
2000×1200×500

盛土

浸出水集排水管（法面部）は、 埋め立ての進捗に合わせ施工する
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05＿施設の設計計算書 

（09）湧水対策 





05（09）湧水対策

提示資料の要点
現地造成時において、切土法面等に湧水があった場合は、地下水集排水施設に導水する工事

を実施する。また、盛土法面（主に県道法面部）にあっては、面状排水材による適切な排水を

促す方策をとるものとする。

【県指針 P.32】
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05（10）自然発生ガス対策 

♦提示資料の要点 

周辺の地質調査の結果等より、遮水シート下面からの顕著なガスの発生は無いものと想定

しているが、現地造成中にそのおそれがあると判断した場合には、県指針に従い、ガス抜き管

等の敷設等、適切な対処を実施する。 

 

【県指針 P.32】 
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05（12）閉鎖後の囲い等 

 

♦提示資料の要点 

処分場を閉鎖する際には、県指針にあるとおり、埋立地の範囲等を明らかにする囲い、杭、

標識、境界線等を設置する。具体的な方法については、埋立終了の際に詳細検討する。 

 

 

【県指針 P.3】 
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05（13）表示 

♦提示資料の要点 

処分場入口の見やすい箇所に、産業廃棄物の最終処分場であることを表示する立札を設置する。 

♦設計基準、関連基準 

基準省令 第 2 条第 1項第 1 号 

県指針 4-1-3 表示等 

全都清要領 12 章 関連施設 12.5 立札・門扉・囲障設備（p.454） 

♦概要・ポイント 

○基準省令様式２にある立札を処分場門扉の近くに設置する。 

○立札と併せて、最終処分場の構造を明示した図面（平面図、縦断図、標準断面図等）を掲示する。 

 

1．表示の設計 

(1) 県指針基準 

表示の県指針基準は、以下のとおりである。 
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(2) 立札の内容 

産業廃棄物の最終処分場（管理型） 
↑ 

25 ㎝ 

↓ 

産業廃棄物の種類 
①燃え殻、②汚泥、③廃プラスチック類、④紙くず、⑤木くず、⑥繊維くず、⑦
ゴムくず、⑧金属くず、⑨ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴
って生じたものを除く。）及び陶磁器くず、⑩鉱さい、⑪がれき類、⑫ばいじん 
⑬政令第 2 条第 13 号に規定する廃棄物 
水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く。③、⑨、⑪にあっては石綿含有産
業廃棄物を含む。 

↑ 

25 ㎝ 

↓ 

埋立処分の期間 令和■年●月 ～ 令和▲年●月 
↑ 

25 ㎝ 

↓ 

管理者名 
公益財団法人 
鳥取県環境管理事業 
センター 

連絡先 
米子市淀江町小波＊＊＊ 
施設技術管理者：△△ △△ 
０８５９－＊＊－＊＊＊＊ 

↑ 

25 ㎝ 

↓ 

←50 ㎝→ ←50 ㎝→ ←25 ㎝→ ←75 ㎝→ 

 

 

※ 立札の材質は耐水性に優れ、強度が十分にあるものを採用する。 

※ 塗装は、下地を白色、文字は黒色とする。 

 

 

(3) 立札の位置 

 

・門扉近くの囲いに掲示する。 

・立札と併せて、最終処分場の構造を明示した図面（平面図、縦断図、標準断面図等）を掲示する。 

 

立札の位置 

門扉近くの囲いに掲示 

■ 
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05（14） 区域杭等 

♦提示資料の要点 

最終覆土を含む埋立区域には、「区域杭等」を設置し、区域を明確にする。 

♦設計基準、関連基準 

基準省令 なし 

県指針 4-1-4 最終処分場を表示する区域杭等 

全都清要領  

♦概要・ポイント 

○区域杭等は、安易に転倒、破壊、撤去等されないものとし、すべての変化点に設置する。 

○すべての区域杭等は、座標確定するとともに、座標図、座標リストを作成する。 

♦図面類 

図面番号 図面名 

なし 

 

♦根拠資料 

資料名 備考 

なし  

 

1．区域杭等の設置位置 

(1) 県指針基準 

区域杭等に係る県指針基準は、以下のとおりである。【県指針 p.5 より】 
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(2) 設置位置等 

 区域杭等は、埋立区域外周の遮水シート固定工（コンクリート）の表面に設置する。

コンクリートの表面に設置することから、金属プレート等を使用する。 

 

＜区域杭（金属プレート等）設置概略図＞ 

      

 

設置位置及び座標値を次に示す。 
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700
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第

Ⅰ

期

埋

立

区

域

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場

鳥取県環境管理事業センター

図面番号1:1000

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／区域杭位置図

375

第Ⅱ期／区域杭位置図

S=1：1000

TNo.11

TNo.12

TNo.13

TNo.14

TNo.15

TNo.16

TNo.17

TNo.18

TNo.19

TNo.20

TNo.21

TNo.22

TNo.23

TNo.24

TNo.25

TNo.7

TNo.8

TNo.2

TNo.1

TNo.6

TNo.5

TNo.3

TNo.4

TNo.26

TNo.27 TNo.28 TNo.29

TNo.30

TNo.31
TNo.33TNo.32

座標値

浸出水処理施設

管理事務所

TNo.9

TNo.10

TNo.34 TNo.35

TNo.36

TNo.37

TNo.38

番号 X Y

TNo.1 -62752.5119 -82812.7622

TNo.2 -62757.4075 -82814.8241

TNo.3 -62762.8890 -82819.9018

TNo.4 -62771.9056 -82828.5844

TNo.5 -62784.8969 -82839.5328

TNo.6 -62801.1311 -82853.0561

TNo.7 -62807.8032 -82858.6141

TNo.8 -62832.9398 -82878.5262

TNo.9 -62838.1393 -82882.7336

TNo.10 -62860.7468 -82901.1918

TNo.11 -62849.9545 -82919.7916

TNo.12 -62840.1836 -82934.7551

TNo.13 -62828.7709 -82950.1429

TNo.14 -62816.5930 -82968.7901

TNo.15 -62799.9305 -82980.0674

TNo.16 -62789.2719 -82983.5079

TNo.17 -62785.6401 -82984.1348

TNo.18 -62781.5844 -82984.6077

TNo.19 -62770.2495 -82985.0675

TNo.20 -62731.7165 -82978.4947

TNo.21 -62727.3244 -82976.8947

TNo.22 -62719.5548 -82978.1705

TNo.23 -62702.1707 -82990.3037

TNo.24 -62679.8792 -82939.8803

TNo.25 -62655.6532 -82875.1105

TNo.26 -62661.1866 -82871.1801

TNo.27 -62660.7325 -82867.6166

TNo.28 -62676.2185 -82858.2177

TNo.29 -62686.5416 -82852.4779

TNo.30 -62694.5749 -82849.4443

TNo.31 -62702.5030 -82846.9675

TNo.32 -62713.2121 -82841.6810

TNo.33 -62723.0250 -82836.6568

TNo.34 -62730.5495 -82831.8271

TNo.35 -62734.9257 -82828.9542

TNo.36 -62747.3302 -82820.9670

TNo.37 -62746.1918 -82819.3708

TNo.38 -62750.7114 -82814.9811
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05（15） 水準点、基準点

提示資料の要点
開発区域内の沈下等変位のない位置に、水準点及び基準点を設置する。

設計基準、関連基準
基準省令 なし

県指針 4-1-5水準点及び基準点の設定

全都清要領

概要・ポイント
○水準点、基準点は、開発区域内の沈下等変位のない位置に 2箇所以上設置する。

○埋立残余容量算定のための測量等に使用するため、維持管理が容易で、使用しやすい位

置に設置する。

図面類
図面番号 図面名

なし

根拠資料
資料名 備考

なし

1．水準点、基準点の設置位置

(1)県指針基準

水準点、基準点に係る県指針基準は、以下のとおりである。
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(2)設置位置及び構造

水準点及び基準点は、開発区域内の沈下等変位のない位置で、維持管理が容易で、残

余容量算定のための測量等に使用しやすい位置に設置するものとされており、設置位置

は概ね下図のとおりとする。詳細の位置は、建設工事完了後の現地状況を踏まえ、改め

て決定する。

基準杭は、県指針の図 4.1.1と同様の構造を基本とする。

● 設置位置（概略）

KKJ-1

KKJ-2
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(3)設置済み基準点（開発区域外）

次に示す基準点は、建設工事に影響のない開発区域の外に既に設置済みである。いず

れも基準点と水準点を兼ねたものである。

開発区域内の水準点及び基準点は、当基準点を元に、建設工事の完了後、処分場の供

用開始までに設置するが、安易に転倒、破壊、撤去されない構造とする。

なお、水準測量及び基準点測量の結果は、最終処分場の廃止まで保管する。

 ○設置済み基準点の位置

  ○設置済み基準点の座標

区分・名称 座標位置 標高（ｍ）

2 級基準点・R1-2-No.1 
X -62076.100 

Y -83274.744 
 6.649 

2 級基準点・R1-2-No.2 
X -62363.241 

Y -82937.917 
31.952 

2 級基準点・R1-2-No.3 
X -62857.192 

Y -82827.686 
37.857 

開発区域

05（15） － 3




	05_（06）_浸出水処理施設
	05_（07）_地下水集排水施設
	05_（08）_埋立ガス処理施設
	05_（09）_湧水対策
	05_（10）_自然発生ガス対策
	05_（11）_囲い等
	05_（12）_閉鎖後の囲い等
	05_（13）_表示
	05_（14）_区域杭
	05_（15）_水準点、基準点

	Doc1: 

	Doc2: 

	Doc3: 

	Doc4: 

	Doc5: 

	Doc7: 

	Doc8: 

	Doc9: 

	Doc10: 



